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　今後の展開

　今回のイベント開催での経験を活かして高齢者
× 美容は注目度が大きいことが分かった。今後は
地域住民を巻き込んだ町おこしプロジェクトとし
ての活動を行い広めていく計画である。今回のイ
ベントを機に広島市安佐北区にある白木町の団体
よりオファーがあり、5 月に町おこしイベントの
1 つとして参加することとなった。写真撮影会、
ファッションショーとして今まで開催していたが
地域ごとの特性を活かして単なるオシャレイベン
トではなく、omekashi アワードと形を変えて授
賞式形式の今までの人生を称える 1 日を提供す
ることとなった。授賞者を地域の宝物として今ま
での経歴や生き方を称えるためのイベントであ
る。年を重ねることでできないことが増え自己肯
定感が減る方が多い中、当イベントに参加するこ
とで自分に自信を持ち、今後の人生を楽しく生き
る高齢者を 1 人でも多く増やしたい。町おこし
として地域住民の交流を増やすほか、外出機会の
増加、高齢者の引きこもり防止など今後の社会問
題の解決にもなるように活動していきたい。
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　助成事業の概要

(1)2025 年 5 月 28 日、広島市西区五日市の松
村呉服店にて 3 名撮影。松村紀子さん (79 歳 )、
三浦八千代さん (79)、香本絹江さん (105)。メ
イクネイル担当は宮本典子、ジュエリー担当は河
原牧子、カメラは青山浩一、葛城裕二が担当した。
店内での撮影＋ロケ写を行い 105 歳の香本さん
は当事業内での最年長モデルとなった。
(2)2025 年 7 月 15 日、広島市安佐南区の特別
養護老人ホームの和楽荘にて撮影会を実施。参加
者は施設利用者の長崎けんじさん (97)、斉藤り
おさん (99)、中野京子さん (91) 外部参加者の南
條千砂子さん夫婦が参加。車椅子での参加者が 2
名いたが問題なく撮影会を実施した。
(3)2026 年 3月２５日、広島市西区庚午のコミュ
ニティハウスこうごのおうちにて高齢者ファッ
ションショーを開催。参加者は淺田春代さん (70
歳 )、舛井フジ子さん (77 歳 )、安光ふみ江さん
(71 歳 )、中澤照子 (95) の 4 人が参加した。特
別ゲストとしてメイク担当の豊田亜希子 ( 神奈川
在住 )、エスコート担当に和泉崇司 ( 広島市在住
の俳優 )、齋藤拓也 ( 吉和ラフレーズ代表 )、映
像撮影に結ムービーが参加した。メディアはテレ
ビ新広島、中国新聞、読売新聞、毎日新聞、ミヤ
ネ屋が取材をし、新聞への掲載やテレビの放送が
された。

　事業の成果

　高齢者のモデルの選定や体調管理、転倒防止な

ど様々な課題も多い中準備を着々と進め、各イベ
ントごとに特色があるイベントとなった。
(1) のイベントではロケ写や手モデルなど今まで
にない構図での撮影会を実施し、普段着であって
もメイクやネイルにより非日常感を作り出せるこ
とを可能とした。更にワンピースドレスを着るこ
とにより普段選ばない色遣いやジュエリー、ネイ
ルという要素が加わり参加者の表情に自然と明
るさが出た。イベント実施前と実施後では心持ち
の変化があり普段よりも明るい色を選ぶように
なったり、口紅の色を変えてみるなどの行動的変
化が見られた。
(2)のイベントでは施設利用者の参加が多かった。
普段はメイク、ネイルをしない方が多く認知症の
方も参加している。今回のイベントは初めての施
設内での開催につき、施設関係者との綿密な打ち
合わせをしイベント開催となった。車椅子の方々
2 名おり、1 人男性のため男性はメイクとネイル
( 透明 )、シンプルなジュエリーをつけ撮影会を
実施。なかなか笑わない男性であったが、準備中
や撮影中に自然と笑みがこぼれ施設関係者も驚
きを隠せなかった。施設内の女性の参加者へはワ
ンピースドレス、メイク、ネイル、ジュエリーを
装着し撮影会を実施。ネイルやメイクの準備段階
で既に笑みがこぼれ、少女のようなきらきらとし
た目を輝かせてジュエリーやネイルを眺めてい
た。唯一の外部からの参加者で南條さんは夫婦で
参加し夫婦での撮影は何十年ぶりで実施前は緊
張した様子であった。奥様はメイク方法や、ネイ
ルについての疑問点など普段からオシャレに気を
遣っている様子であったが、変身後の自分の姿を

見て驚きと笑顔があふれていた。ご主人も普段と
違う奥様の様子に大きく驚かれたが、ご夫婦での
撮影に満面の笑みで参加した。今回の撮影会では
普段メイクをするしない関わらず、メイクやネイ
ル、ジュエリーは女性の心に輝きを与え、それを
みた周囲の人間にも伝わり笑顔が溢れる空気間を
作れると分かった。
(3) のイベントは昨年のモデルを再び起用し、美
だけでなく歩き方や姿勢などの指導も行い「美と
健康」をテーマにしたファッションショーを行っ
た。モデルは 4 名で全員周辺住民である。参加
者は準備段階では緊張と不安でこわばっていた
が、準備完了後の様子を見ると自信がついたのか
堂々とした様子に変わっていた。普段人前で話し
たり、注目されることを嫌っていた参加者も綺麗
になった自身の姿を見て心の変化があったと思わ
れる。30 人近くの人前で感想を伝えたり、新聞
社の取材に答えるなど気持ちの面でも外交的に
なっていた様子である。開催前と開催後では普段
の様子にも変化が見られ、洋服の色の変化や何十
年ぶりに自発的にネイルをするなど身なりへ気を
遣う様子が多くの参加者に見られた。観覧者の方
からも、「母親を重なり涙した。」「オシャレを諦
めていたが勇気をもらった。」「アクセサリーを終
活で捨てたがもう一度集めてみようと思った。」
など背中を押してくれたとの感想が多かった。

　成果の広報・公表

ミヤネ屋　2026/4/27
読売新聞デジタル
https://www.yomiuri.co.jp/local/hiroshima/n
ews/20260325-GYTNT00194/
中国新聞朝刊紙面　2026/4/5
中国新聞デジタル　2026/4/5
https://www.chugoku-np.co.jp/articles/-/81
1552
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高齢者ファッションモデルクラブ運営会
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https://mantan-web.jp/article/20260302pr
m00m020002000c/photopage/001.html
Excit ニュース
https://www.excite.co.jp/news/article/Kyodo
_prw_202602204376/image/8/
千葉テレビ放送
https://www.chiba-tv.com/plus/detail/amp/
2026031353256

　助成事業の概要

(1)2025 年 5 月 28 日、広島市西区五日市の松
村呉服店にて 3 名撮影。松村紀子さん (79 歳 )、
三浦八千代さん (79)、香本絹江さん (105)。メ
イクネイル担当は宮本典子、ジュエリー担当は河
原牧子、カメラは青山浩一、葛城裕二が担当した。
店内での撮影＋ロケ写を行い 105 歳の香本さん
は当事業内での最年長モデルとなった。
(2)2025 年 7 月 15 日、広島市安佐南区の特別
養護老人ホームの和楽荘にて撮影会を実施。参加
者は施設利用者の長崎けんじさん (97)、斉藤り
おさん (99)、中野京子さん (91) 外部参加者の南
條千砂子さん夫婦が参加。車椅子での参加者が 2
名いたが問題なく撮影会を実施した。
(3)2026 年 3月２５日、広島市西区庚午のコミュ
ニティハウスこうごのおうちにて高齢者ファッ
ションショーを開催。参加者は淺田春代さん (70
歳 )、舛井フジ子さん (77 歳 )、安光ふみ江さん
(71 歳 )、中澤照子 (95) の 4 人が参加した。特
別ゲストとしてメイク担当の豊田亜希子 ( 神奈川
在住 )、エスコート担当に和泉崇司 ( 広島市在住
の俳優 )、齋藤拓也 ( 吉和ラフレーズ代表 )、映
像撮影に結ムービーが参加した。メディアはテレ
ビ新広島、中国新聞、読売新聞、毎日新聞、ミヤ
ネ屋が取材をし、新聞への掲載やテレビの放送が
された。

　事業の成果

　高齢者のモデルの選定や体調管理、転倒防止な

ど様々な課題も多い中準備を着々と進め、各イベ
ントごとに特色があるイベントとなった。
(1) のイベントではロケ写や手モデルなど今まで
にない構図での撮影会を実施し、普段着であって
もメイクやネイルにより非日常感を作り出せるこ
とを可能とした。更にワンピースドレスを着るこ
とにより普段選ばない色遣いやジュエリー、ネイ
ルという要素が加わり参加者の表情に自然と明
るさが出た。イベント実施前と実施後では心持ち
の変化があり普段よりも明るい色を選ぶように
なったり、口紅の色を変えてみるなどの行動的変
化が見られた。
(2)のイベントでは施設利用者の参加が多かった。
普段はメイク、ネイルをしない方が多く認知症の
方も参加している。今回のイベントは初めての施
設内での開催につき、施設関係者との綿密な打ち
合わせをしイベント開催となった。車椅子の方々
2 名おり、1 人男性のため男性はメイクとネイル
( 透明 )、シンプルなジュエリーをつけ撮影会を
実施。なかなか笑わない男性であったが、準備中
や撮影中に自然と笑みがこぼれ施設関係者も驚
きを隠せなかった。施設内の女性の参加者へはワ
ンピースドレス、メイク、ネイル、ジュエリーを
装着し撮影会を実施。ネイルやメイクの準備段階
で既に笑みがこぼれ、少女のようなきらきらとし
た目を輝かせてジュエリーやネイルを眺めてい
た。唯一の外部からの参加者で南條さんは夫婦で
参加し夫婦での撮影は何十年ぶりで実施前は緊
張した様子であった。奥様はメイク方法や、ネイ
ルについての疑問点など普段からオシャレに気を
遣っている様子であったが、変身後の自分の姿を

見て驚きと笑顔があふれていた。ご主人も普段と
違う奥様の様子に大きく驚かれたが、ご夫婦での
撮影に満面の笑みで参加した。今回の撮影会では
普段メイクをするしない関わらず、メイクやネイ
ル、ジュエリーは女性の心に輝きを与え、それを
みた周囲の人間にも伝わり笑顔が溢れる空気間を
作れると分かった。
(3) のイベントは昨年のモデルを再び起用し、美
だけでなく歩き方や姿勢などの指導も行い「美と
健康」をテーマにしたファッションショーを行っ
た。モデルは 4 名で全員周辺住民である。参加
者は準備段階では緊張と不安でこわばっていた
が、準備完了後の様子を見ると自信がついたのか
堂々とした様子に変わっていた。普段人前で話し
たり、注目されることを嫌っていた参加者も綺麗
になった自身の姿を見て心の変化があったと思わ
れる。30 人近くの人前で感想を伝えたり、新聞
社の取材に答えるなど気持ちの面でも外交的に
なっていた様子である。開催前と開催後では普段
の様子にも変化が見られ、洋服の色の変化や何十
年ぶりに自発的にネイルをするなど身なりへ気を
遣う様子が多くの参加者に見られた。観覧者の方
からも、「母親を重なり涙した。」「オシャレを諦
めていたが勇気をもらった。」「アクセサリーを終
活で捨てたがもう一度集めてみようと思った。」
など背中を押してくれたとの感想が多かった。

　成果の広報・公表

ミヤネ屋　2026/4/27
読売新聞デジタル
https://www.yomiuri.co.jp/local/hiroshima/n
ews/20260325-GYTNT00194/
中国新聞朝刊紙面　2026/4/5
中国新聞デジタル　2026/4/5
https://www.chugoku-np.co.jp/articles/-/81
1552
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